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期
満
了
に
伴
う
市
長
選
挙
に
お
い

　
　
　

て
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
絶
大
な

る
ご
支
援
を
賜
り
、
無
投
票
当
選
の
栄
に

浴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
２
期
目
の

重
責
を
担
う
こ
と
と
な
り
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
が
、「
公
平
・
公
正
・
誠
実
」

を
基
本
に
、「
決
断
と
実
行
」
の
姿
勢
で
、

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
「
自
立
し
た
ま

ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
市
民
本
位
の
効

率
的
な
市
政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、
不

退
転
の
決
意
で
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
懸
案
の
千
代
川
村
と
の
合

併
が
成
立
し
、
１
月
１
日
に
新
し
い
下
妻

市
が
誕
生
し
ま
し
た
。
平
成
18
年
度
は
、

新
下
妻
市
の
事
実
上
の
ス
タ
ー
ト
の
年

で
す
の
で
、
新
市
の
一
体
感
の
醸
成
に
向

け
、
新
市
建
設
計
画
の
指
針
で
あ
る
「
都

市
と
自
然
が
共
生
し
、
安
全
で
快
適
な
ま

ち
、
下
妻
市
」「
人
が
活
き
活
き
輝
く
ま

ち
下
妻
市
」
づ
く
り
を
目
指
し
、
積
極
的

に
行
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
２
期
目
の
公
約
と
し
て
新
た
に
掲
げ

ま
し
た
「
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
に
向

け
ま
し
て
は
、
市
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

対
応
し
、「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
合
併
し

て
よ
か
っ
た
」
と
い
わ
れ
る
下
妻
市
と
す

る
た
め
、
企
業
誘
致
の
促
進
に
よ
る
安
定

的
な
財
源
確
保
や
、
次
世
代
育
成
支
援
行

動
計
画
の
推
進
、医
療
・
介
護
予
防
、防
災
・

防
犯
対
策
な
ど
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く

り
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
活
か
し
た
魅
力

あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
基
調
に
、
限
ら

れ
た
財
源
の
中
で
で
き
る
も
の
か
ら
実
現

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
新

市
建
設
計
画
実
施
事
業
に
つ
き
ま
し
て

は
、
平
成
17
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま

す
蚕
飼
地
区
の
「
や
す
ら
ぎ
の
里
整
備
事

業
」「
宗
道
地
区
都
市
再
生
事
業
」に
加
え
、

本
年
度
よ
り
「
市
道
２
０
７
号
数
須
・
中

郷
線
道
路
改
良
事
業
」を
実
施
す
る
ほ
か
、

東
部
中
学
校
建
設
に
向
け
基
金
の
積
み
立

て
を
開
始
し
ま
し
た
。
ま
た
、
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
の
開
業
、
常
総
線
の
快
速
運

行
等
、
本
市
を
取
り
巻
く
交
通
環
境
は
大

き
く
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

中
で
、
豊
富
な
自
然
環
境
を
生
か
し
、「
歴

史
や
文
化
の
趣
を
持
っ
た
ま
ち
づ
く
り
」

や
都
市
機
能
が
集
積
し
、
個
性
的
な
景
観

が
形
成
さ
れ
る
「
機
能
的
で
現
代
的
な
ま

ち
づ
く
り
」
を
進
め
る
こ
と
は
、
市
の
活

力
を
生
み
出
す
た
め
に
も
不
可
欠
で
す
。

　

本
市
の
財
政
は
、
平
成
16
年
度
を
初
年

度
と
す
る
三
位
一
体
の
改
革
の
影
響
を
強

く
受
け
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
行

財
政
改
革
大
綱
に
基
づ
く
行
財
政
改
革
の

推
進
と
財
政
健
全
化
対
策
に
沿
っ
た
物
件

費
、
補
助
金
、
人
件
費
等
の
経
常
経
費
の

削
減
に
努
め
、
健
全
財
政
実
現
に
積
極
的

に
取
り
組
む
決
意
で
す
。　
（
一
部
抜
粋
）

　
下
妻
市
の
平
成
18
年
度
予
算
が
、
こ
の
６
月
に
開
か
れ
た
議
会
定
例
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
と
特

別
会
計
あ
わ
せ
て
２
９
１
億
７
千
９
５
３
万
８
千
円
（
対
前
年
度
比
0
・
61
％
減
）
で
す
。

　
こ
の
お
金
は
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
平
成
19
年
３
月
ま
で
に
下
妻
市
が
お
こ
な
う
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
使
わ
れ

ま
す
。
緩
や
か
な
が
ら
も
景
気
の
回
復
基
調
な
ど
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
ま
だ
ま
だ
景
気
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
な

ど
の
影
響
に
よ
り
国
・
地
方
と
も
に
財
政
状
況
は
い
っ
そ
う
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
一
方
で
、
各

市
町
村
は
少
子
高
齢
社
会
や
地
方
分
権
の
進
展
と
い
っ
た
、
新
た
な
行
政
需
要
や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
、
速

や
か
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
下
妻
市
で
も
、
合
併
後
最
初
の
当
初
予
算
編
成
と
な
り
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革
の
影
響
に
よ
り
、
地
方
交
付

税
・
臨
時
財
政
対
策
債
の
大
幅
な
減
額
に
よ
り
多
額
の
財
源
不
足
と
な
り
、
投
資
的
経
費
は
大
き
な
減
額
を
余
儀

な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
本
年
度
の
重
点
施
策
は
第
４
次
総
合
計
画
を
基
本
と
し
て
、
事
業
の
必
要
性
、
緊

急
性
、
公
共
性
な
ど
の
事
業
効
果
を
十
分
に
勘
案
し
、
医
療
・
福
祉
・
教
育
・
農
業
な
ど
に
重
点
を
お
い
て
、
市

民
の
み
な
さ
ん
が
真
に
求
め
る
施
策
を
厳
選
し
、
積
極
的
に
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。
ま
た
主
要
施
策
の
概

要
を
、
総
合
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
６
つ
の
柱
に
分
け
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
は
平
成
18
年
度
の
一
般
会
計

予
算
総
額
１
４
２
億
３
，９
０
０
万
円
で
、

前
年
度
比
0
・
57
％
の
減
。

　

歳
入
の
ト
ッ
プ
は
、
市
税
（
市
民
税
・

固
定
資
産
税
・
軽
自
動
車
税
な
ど
）
の
47

億
2
，
６
６
７
万
５
千
円
（
2
・
13
％
増
）

で
す
。

　

次
に
、
地
方
消
費
税
交
付
金
、
地
方
交

付
税
、
繰
越
金
、
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど

67
億
４
，
1
７
６
万
３
千
円
と
市
税
を
合

わ
せ
る
と
一
般
財
源
は
1
１
４
億
６
，
８

４
３
万
8
千
円
で
歳
入
全
体
の
約
80
・
54

％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

　

事
業
に
伴
う
国
・
県
支
出
金
・
市
債
な

ど
の
特
定
財
源
は
27
億
７
，
０
５
６
万
２

千
円
で
19
・
46
％
を
占
め
て
お
り
ま
す
。

　

歳
出
の
ト
ッ
プ
は
、
目
的
別
に
構
成
割

合
を
み
ま
す
と
、
児
童
手
当
の
支
給
対
象

者
拡
大
に
伴
う
小
学
校
修
了
前
特
例
給
付

の
増
額
な
ど
、民
生
費
が
36
億
４
，９
３
４

万
２
千
円
で
25
・
6
％
と
最
も
高
い
割
合

を
占
め
て
お
り
ま
す
。
次
に
、
総
務
費
で

22
億
9
，
１
９
５
万
２
千
円（
16
・
1
％
）、

衛
生
費
18
億
８
，
８
９
７
万
円
（
13
・
3

％
）、
公
債
費
16
億
8
，
７
５
３
万
４
千

円
（
11
・
8
％
）
土
木
費
14
億
７
１
９
万

７
千
円
（
9
・
9
％
）
教
育
費
13
億
９
，

１
６
４
万
４
千
円
（
9
・
8
％
）
等
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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　大宝八幡宮の境内に、今年
も色とりどりに咲いたアジサ
イの前でたたずむ和服姿のふ
たりに思わずカメラを向けま
した。

今月の表紙

❷平成18年度　当初予算
「住んでよかった」「合併して
よかった」と実感できる事業を
積極的に展開します

❼助役就任のあいさつ
監査委員選任

❽シルバー人材センター
生涯現役でいきいきと
豊かな高齢社会

10まちのわだい

14新下妻市の歴史再発見

15温かい善意・博物館収蔵
口頭詩・市民文芸

16ふれあい下妻経営状況

17健康ちょっと一言
消費生活ミニ情報

18健康カレンダー
19おめでた・おくやみ
編集デスク

20わがやのにんきもの
さわやかリレー

人
と
ひ
と
が
手
を
つ
な
ぐ

 
 
 
 

や
さ
し
さ
の
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

人
と
自
然
が
手
を
つ
な
ぐ
ま
ち
を
め
ざ
し
て

と
き
め
き
の
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

豊
か
な
人
を
育
む
ま
ち
を
め
ざ
し
て

人
が
交
流
す
る
活
力
の
あ
る

 
 
 
 

ふ
れ
あ
い
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て

信
頼
と
実
行
の
ま
ち
づ
く
り

の
実
現
に
向
け
、

主
要
施
策
を
着
実
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

実
感
で
き
る
事
業
を
積
極
的
に
展
開
し
ま
す

「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」「
合
併
し
て
よ
か
っ
た
」と

こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
す

予
算
の
概
要
と
主
な
事
業

●●3 2

平成18年度　当初予算
総額　２９１億円

平
成
18
年
度

施
政
方
針

平
成
18
年
度

施
政
方
針
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平
成
18
年
度

施
政
方
針

下妻市長　小 倉 敏 雄

任



　

近
年
の
地
方
財
政
は
、
長
期
に
わ
た
る
景
気
の
低

迷
に
よ
る
税
収
の
落
ち
込
み
に
加
え
、
少
子
・
高
齢

化
の
進
展
に
よ
る
行
政
需
要
の
増
大
や
累
積
し
た
公

債
費
の
償
還
が
重
な
っ
て
、
大
幅
な
財
源
不
足
に
陥

っ
て
い
ま
す
。

　

当
市
で
も
例
外
で
は
な
く
、
個
人
所
得
を
中
心
に

税
収
好
転
の
兆
し
が
見
え
る
も
の
の
、
地
価
は
低
迷

し
た
ま
ま
で
、
歳
入
面
で
非
常
に
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。
ま
た
歳
出
面
で
も
、
経
常
経
費
削
減

へ
の
取
り
組
み
は
一
定
の
成
果
を
収
め
て
い
る
も
の

下
妻
市
の
財
政
健
全
化

財
政
の
現
状

の
、
増
加
傾
向
の
続
く
社
会
保
障
費
や
市
債
残
高
の

償
還
に
か
か
る
負
担
は
依
然
大
き
く
、
こ
う
し
た
状

況
は
し
ば
ら
く
続
く
も
の
と
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
今
後
は
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革
の
影
響

で
、
国
庫
補
助
金
や
地
方
交
付
税
の
減
収
が
見
込
ま

れ
、
市
の
財
政
運
営
は
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て

く
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
、
将
来
に
わ
た
っ
て
健
全
財
政

を
維
持
し
な
が
ら
、
多
様
化
・
高
度
化
す
る
市
民
の

財
政
需
要
に
応
え
て
い
く
た
め
に
、
市
に
は
時
代
の

変
化
に
適
切
に
対
応
で
き
る
財
政
体
質
の
構
築
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
市
で
も
、
現
在
行
財
政
改
革

に
向
け
た
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま
す
。

保健・医療・福祉の充実

人とひととが手をつなぐ
やさしさのあるまちをめざして

　すべての人が、健康で明るく元気に住み
続けたいと思うようなまちづくりをめざしま
す。そのために、やさしさやふれあいを大切
にしながら、地域福祉社会づくりを進めると
ともに、保健・医療・福祉の連携を密にした
効率的・総合的なサービス提供の体制確立に
努めます。

　

主
な
新
規
事
業
・
内
容
の
充
実

•

ひ
と
り
ぐ
ら
し
愛
の
定
期
便
事
業

•

学
童
保
育
事
業
の
拡
充

•

延
長
保
育
の
拡
充
と
障
害
児
保
育

•

児
童
手
当
の
拡
大

•

自
動
除
細
動
器
の
導
入（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

•

障
害
者
自
立
支
援
事
業

•

障
害
福
祉
計
画
策
定
事
業

•

難
病
患
者
福
祉
手
当
の
充
実

生活環境の整備の充実

人と自然が手をつなぐ
まちをめざして 

　地球環境に配慮しながら、
快適で利便性の高い都市生活
の実現をめざし、人と自然が
共生するまちづくりを進めま
す。

　

主
な
新
規
事
業
・
内
容
の
充
実

•

自
主
防
災
組
織
の
充
実

•

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
充
実

•

地
域
防
災
計
画
策
定
事
業

•

国
民
保
護
計
画
策
定
事
業

都市基盤整備の促進

ときめきのあるまちをめざして

　つくばエクスプレスの開業、常総線の快速運行等、
本市を取り巻く交通環境は大きく様変わりしました。
このような中で、豊富な自然環境を生かし、「歴史や
文化の趣を持ったまちづくり」や都市機能が集積し、
個性的な景観が形成される「機能的で現代的なまちづ
くり」を進めることは、市の活力を生み出す上でも必
要となります。そのため、中心市街地の活性化を図り、
周辺部の合理的な土地利用を進め、各地域にふさわし
い生活拠点の形成に努めます。

　

主
な
新
規
事
業
・
内
容
の
充
実

•

宗
道
地
区
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業

•

や
す
ら
ぎ
の
里
整
備
事
業

•

都
市
計
画
図
作
成
事
業

•

市
道
２
０
７
号
線
道
路
改
良
事
業

教育・文化の振興

心豊かな人を育むまちをめざして

　国際化、情報化、高齢化の激しい社
会の中で、将来に大きな夢を持ち希望
に満ちた社会を実現するためには、「人
材の育成」が最も重要です。そのため
には、２１世紀をたくましく生きる豊
かな個性と能力を持った青少年を心身
ともに健全に育成することが求められ
ていますので、さまざまな分野で取り
組んでいきます。

　

主
な
新
規
事
業
・
内
容
の
充
実

•

児
童
・
生
徒
安
全
対
策
事
業

•

自
動
除
細
動
器
の
導
入
（
中
学
校
３
校
）

•

適
応
指
導
教
室
の
充
実

•

学
力
向
上
対
策
事
業

•

小
・
中
学
校
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及
び
パ
ソ

　
コ
ン
の
活
用
・
充
実

•

義
務
教
育
施
設
整
備
基
金
積
立

•

社
会
科
副
読
本
改
訂
事
業

•

ふ
る
さ
と
博
物
館
常
設
展
示
場
改
造
事
業

区　分 今年度予算額 前年度予算額 増減率％

一般会計⑴ 142億3,900万　　円 143億2,100万　　円 △0.57

特　
　
　
別　
　
　
会　
　
　
計

国民健康
保険 51億3,400万　　円 48億6,190万2千円 5.60

老人保健 42億5,900万　　円 40億1,991万7千円 5.95

介護保険 22億7,400万　　円 22億4,674万1千円 1.21

下水道
事業 8億1,900万　　円 9億3,212万4千円 △12.14

土地区画
整理 1億1,900万　　円 1億5,000万　　円 △20.67

砂沼荘 0　　　 2,180万　　円 △100.00

公共用地
先行取得 0　　　 6,322万9千円 △100.00

計⑵ 126億　500万　　円 122億9,571万3千円 2.52

水道事業会計
⑶ 23億3,553万8千円 27億4,310万　　円 △14.86

合計
⑴＋⑵＋⑶ 291億7,953万8千円 293億5,981万3千円 △0.61

平成１８年度下妻市予算（当初）

※前年度予算額は、旧千代川村を含む金額です。

●●5 4広報しもつま 2006.7 広報しもつま 2006.7

10.1％33.2％

14億3,790万
7千円47億2,667万5千円

諸収入など市　税市　税 諸収入など 地方交付税 市債
県
　支出
　金

国庫
　支出
　　金

地方
　譲与
　　税

そ
の
他

47億2,667万5千円 14億3,790万
7千円 39億2,000万円

10億
5,190
万円

7億
3,272
万円

8億
6,159万
8千円

7億
3,200
万円

7億
7,620
万円

33.2％ 10.1％ 27.5％ 7.4％ 5.1
％ 6.1％ 5.1

％
5.5
％

民生費

36億4,934万2千円

25.6％

総務費

22億9,195万
2千円

16.1％

衛生費

18億8,897万円

13.3％

公債費

16億8,753万
4千円

11.8％

土木費

14億719万
7千円

9.9％

教育費

13億
9,164万
4千円

9.8％

消
防
費
7億

1,722万
6千円

5.0
％

農
業
費
6億
9,568
万円

4.9
％

そ
の
他
5億　
945万
5千円

3.6
％　

一般会計

自主財源 依存財源歳入 合計 142億3,900万円
歳出 合計 142億3,900万円



さ
き
の
、
第
２
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
助
役
選
任
の
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。

５
月
31
日
付
で
退
職
し
た
横
瀬
靖
彦
前
助
役
の
後
任
に
稲
葉
本
治
前
参
与
が
就
任
し

ま
し
た
。
横
瀬
前
助
役
の
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
稲
葉
新
助

役
を
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

89

産業の振興

人が交流する活力ある
ふれあいのまちをめざして

　農業・工業・商業のバランスがとれ、市民が安心し
て就業できる環境整備や活力ある産業を育成していく
ことは行政の責務です。これまで「つくば市下妻第二
工業団地」「ニューつくば下妻工業団地」への優良企
業の誘致に努めてきましたが、これからも、企業の立
地動向を見極めながら、積極的に推進します。また、
平成２２年度までに「米づくりの本来あるべき姿」を
実現すべく、需給調整、流通、構造・経営、生産対策
の改革をパッケージで進めるため、平成１６年度より
スタートしました水田農業構造改革対策事業として、
市独自の補助事業の産地づくり対策助成金のほか、条
件整備特別対策事業、ブロックローテーション定着化
促進事業補助金、水田農業推進センター補助金等を引
き続き実施いたします。千代川地区では平成１２年度
より進めております農村総合整備事業により原地区な
どの農業排水や鯨地区の集落排水を実施します。いば
らきの園芸産地改革支援事業を引き続き実施し、梨選
果作業の効率化を図るため、下妻梨第二共同選果場選
果機入れ替えの補助を平成１７年度に引き続き市単独
事業で実施します。

　

主
な
新
規
事
業
・
内
容
の
充
実

•

農
村
総
合
整
備
事
業

•

新
田
園
空
間
創
造
地
域
型
整
備
事
業

•

商
店
街
共
同
施
設
整
備
補
助
事
業

行財政運営の強化

信頼と実行のまちづくり

　平成１８年度は、合併初年
度の重要な年となり、総合計
画をはじめ、男女共同参画推
進プラン、財政健全化計画等、
新市の均衡ある発展に向けた
諸計画の策定年度となり、市
民の意見を反映した市民との
協働による計画書作りを進め
ます。

　

主
な
新
規
事
業
・
内
容
の
充
実

•

広
域
学
校
給
食
施
設
の
運
営

•

総
合
計
画
策
定
事
業

•

地
域
集
会
施
設
整
備
事
業

•

財
政
健
全
化
計
画
策
定
事
業

•

自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
コ
ミ
ュ
ニ
テ

　
イ
助
成
事
業

•

地
域
振
興
基
金
造
成
事
業

　

下
妻
市
家
の
平
成
18
年
度
の
収
入
見
込

み
は
、
お
父
さ
ん
の
基
本
給
（
市
税
）
が

２
６
５
万
円
で
、
昨
年
よ
り
は
、
ち
ょ
っ

ぴ
り
増
え
ま
し
た
。
ボ
ー
ナ
ス
・
諸
手
当

（
地
方
交
付
税
）
は
１
９
３
万
円
（
年
々

減
っ
て
い
ま
す
）。
そ
の
他
に
お
じ
い
ち

ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
生
活
費
と
し

て
79
万
円
（
国
・
県
支
出
金
）、
お
母
さ

ん
の
パ
ー
ト
収
入
（
使
用
料
・
雑
入
な
ど
）

が
93
万
円
、
合
計
で
６
３
０
万
円
で
す
。

　

こ
れ
に
対
し
て
支
出
見
込
み
は
、
教
育

費
が
69
万
円
。
お
兄
ち
ゃ
ん
の
学
習
塾
の

授
業
料
や
光
熱
費
・
通
信
料
（
新
聞
代
）

な
ど
（
経
常
経
費
）
お
じ
い
ち
ゃ
ん
の
パ

ソ
コ
ン
教
室
（
社
会
教
育
）
に
加
え
て
、

お
姉
ち
ゃ
ん
の
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

（
保
健
体
育
費
）
の
月
謝
の
支
払
い
が
あ

り
ま
す
。

　

お
姉
ち
ゃ
ん
の
保
育
料
や
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
（
介
護
特
会

繰
出
金
）、医
療
保
険
の
支
払
い
等（
国
保
・

老
保
特
会
繰
出
金
）
で
１
８
０
万
円
、
ご

み
の
処
分
（
清
掃
費
）
や
予
防
接
種
・
健

康
診
断
（
保
健
衛
生
費
）
で
93
万
円
、
も

う
大
変
で
す
。
家
の
ロ
ー
ン
（
公
債
費
）

83
万
円
も
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

お
母
さ
ん
は
生
活
費
（
総
務
費
）
を
切

り
つ
め
ま
し
た
が
、
１
１
３
万
円
が
必
要

で
し
た
。
古
く
な
っ
た
キ
ッ
チ
ン
の
リ
フ

ォ
ー
ム
（
土
木
費
）
し
た
ら
69
万
円
、
合

計
で
７
０
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
リ
フ
ォ
ー
ム
ロ
ー
ン
（
市

債
）
52
万
円
を
申
し
込
み
ま
し
た
が
、
そ

れ
で
も
足
り
な
く
て
、定
期
預
金
（
基
金
）

20
万
円
を
解
約
し
ま
し
た
。

　

下
妻
市
家
の
お
母
さ
ん
は
、
や
り
繰
り

が
大
変
で
す
。
な
ん
と
か
、
家
計
簿
の
収

支
が
合
い
ま
し
た
。

　

第
２
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
、
渡
邉
俊
一
さ
ん
が
監
査
委
員

に
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
18
年
６
月
19
日

か
ら
22
年
６
月
18
日
ま
で
の
４
年

間
で
す
。

　

監
査
委
員
は
、
公
正
、
不
偏
な

立
場
で
、
市
関
係
機
関
の
財
務
に

関
す
る
事
務
（
収
入
、
支
出
、
契

約
、
現
金
等
の
出
納
保
管
、
財
産

管
理
な
ど
）
の
執
行
や
経
営
に
係

る
事
業
（
公
営
企
業
な
ど
）
の
管

理
が
関
係
法
令
等
に
基
づ
い
て
適

正
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
、
ま

た
、
効
率
的
、
合
理
的
、
能
率
的

に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
を
監
査

し
て
い
ま
す
。

　

６
月
19
日
の
市
議
会
で
ご
同
意
を
得
ま
し

て
、
助
役
と
い
う
大
任
を
拝
命
い
た
し
ま
し

た
。

　

責
任
の
重
さ
と
慣
れ
ぬ
仕
事
へ
の
不
安
、

緊
張
が
入
り
混
じ
っ
た
複
雑
な
心
境
に
あ
り

ま
す
が
、
任
を
得
た
以
上
、
微
力
で
は
あ
り

ま
す
が
、
新
市
下
妻
市
の
た
め
精
一
杯
が
ん

ば
っ
て
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
新
市
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら

早
や
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
比
較
的
ス
ム
ー

ズ
な
合
併
で
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す

が
、
ま
だ
ま
だ
慣
習
と
シ
ス
テ
ム
等
の
違
い

に
よ
る
ボ
タ
ン
の
掛
け
違
い
や
言
葉
の
足
り

な
さ
等
か
ら
く
る
不
満
、感
情
の
も
つ
れ
等
、

市
政
に
対
す
る
苦
言
を
聞
く
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
す
。
完
全
に
理
解
さ
れ
る
ま
で
に
は
、

少
し
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
が
、
合
併
が

目
先
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
子
々
孫
々
の
た

め
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
郷
土
づ
く
り
と
い

う
視
点
が
あ
る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、

新
市
民
と
し
て
の
一
体
感
が
少
し
で
も
早
く

醸
成
で
き
ま
す
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
行
政
に
求
め
ら
れ
る

も
の
は
、
市
民
の
声
が
反
映
さ
れ
、
こ
れ
に

素
早
く
対
応
す
る
行
政
で
は
な
い
か
と
考
え

て
お
り
ま
す
。
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
あ
り

ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
と
行
政
が
一
体
と
な

っ
て
、
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

め
た
な
ら
い
い
な
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

小
倉
市
政
を
最
大
限
補
佐
し
な
が
ら
が
ん

ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
行
き
届

か
な
い
点
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様

の
ご
厚
情
と
ご
指
導
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

下妻市の一般会計を家計簿に例えると

ボーナスダウンで預金解約

下妻市家の家族構成　６人
・おじいちゃん　　　・おばあちゃん
・お父さん（世帯主）　・おかあさん
・お兄ちゃん　　　　・お姉ちゃん

お兄ちゃんの
学習塾の月謝

定期預金
解　約

家のローン
返　済

家　の
リフォーム

下妻市家
収入見込み 630万円
リフォームローン 52万円
定期預金解約 20万円
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監
査
委
員
に

渡
邉
俊
一
さ
ん
（
下
妻
丁
）

が
選
任
さ
れ
ま
し
た

就
任
の
あ
い
さ
つ

下
妻
市
助
役　

稲
葉
本
治

小
倉
市
政
の

更
な
る
躍
進
を
め
ざ
し
ま
す

小
倉
市
政
の

更
な
る
躍
進
を
め
ざ
し
ま
す

小
倉
市
政
の

更
な
る
躍
進
を
め
ざ
し
ま
す



あ
な
た
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登

録
し
て
み
ま
せ
ん
か

60
歳
以
上
で
、
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る

方
な
ら
、ど
な
た
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
は

（
社
）
下
妻
地
方
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー　

☎
44
・
３
１
９
８

　
急
速
に
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
日
本
。

２
０
１
５
年
に
は
４
人
に
１
人
が
65
歳
以

上
と
い
っ
た
超
高
齢
社
会
を
迎
え
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
下
妻
市
で
も
65
歳
以
上
の

人
口
割
合
が
20
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
ま
し

た
。
生
涯
現
役
で
だ
れ
も
が
い
き
い
き
と

豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

私
た
ち
の
願
い
で
す
。今
回
の
特
集
で
は
、

高
齢
者
の
み
な
さ
ん
が
地
域
社
会
の
一
員

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
や
技
能
を
活

か
し
な
が
ら
健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て

活
躍
す
る
こ
と
の
で
き
る
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　
日
本
人
の
平
均
寿
命
は
男
女
と
も
に
世

界
一
で
す
。
ま
た
今
後
は
、
戦
後
の
ベ
ビ

ー
ブ
ー
ム
の
と
き
に
生
ま
れ
た
世
代
が
シ

ル
バ
ー
世
代
を
迎
え
、
高
齢
者
の
就
業
が

問
題
と
な
っ
て
き
ま
す
。
高
齢
者
の
み
な

さ
ん
が
安
心
し
て
、
生
き
が
い
を
も
っ
て

生
活
を
送
る
た
め
に
、
豊
富
な
知
識
と
経

験
を
う
ま
く
活
用
す
る
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
と
い
う
就
業
シ
ス
テ
ム
が
考
え
ら

れ
ま
し
た
。
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
、
高
齢
者
が
元
気
に
働
く
こ
と
で
、
地

域
社
会
と
の
ふ
れ
あ
い
を
高
め
、
豊
か
な

生
活
を
楽
し
む
た
め
の
シ
ス
テ
ム
で
す
。

　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
60
歳
以

上
を
対
象
に
„
就
職
“
で
は
な
く
„
就
業

の
機
会
を
提
供
す
る
“
の
が
目
的
の
„
自

主
・
自
立
、
共
働
・
共
助
“
の
理
念
を
基

本
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
る
県
知
事
認

可
の
公
益
法
人
で
す
。
市
町
村
や
民
間
企

業
、
一
般
家
庭
な
ど
か
ら
仕
事
を
委
託
さ

れ
、
会
員
に
仕
事
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

庭
木
の
剪
定
、
駐
車
場
管
理
な
ど
の
屋
外

作
業
や
宛
名
書
き
、
ふ
す
ま
・
障
子
張
り

ま
で
、
幅
広
く
仕
事
を
請
け
負
っ
て
い
ま

す
。
報
酬
は
„
配
分
金
“
と
い
う
形
で
会

員
に
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
会
員
の
た
め
の
講
習
会
や
料
理

教
室
な
ど
も
あ
り
、
会
員
同
士
が
楽
し
み

な
が
ら
技
能
を
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

事
務
分
野

　

毛
筆
筆
耕・宛
名
書
き・
受
付
業
務
な
ど

管
理
分
野

　

施
設
管
理
・
駐
車（
駐
輪
）場
管
理
な
ど

屋
内
外
の
一
般
作
業

　

草
取
り
・
刈
払
い
機
に
よ
る
除
草
・
除

　

草
剤
散
布
・
殺
虫
剤
散
布
・
公
園
清
掃
・

　

農
作
業
各
種

技
能
を
必
要
と
す
る
分
野

　

庭
木
の
手
入
れ
・
垣
根
剪
定
・
ペ
ン
キ

　

塗
り
・
ふ
す
ま
・
障
子
張
り
・
軽
易
な

　

大
工
仕
事

折
衝
・
外
交
分
野

　

広
報
紙
等
の
配
布
・
検
針
・
集
金
な
ど

　

そ
の
他
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
な
ど

と
い
う
高
齢
者
が
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
登
録
し
第
二
の
人
生
を
歩
む
人
が
増

え
て
い
ま
す
。

　

吉
川
正
巳
さ
ん
（
長
塚
）
も
そ
の
な
か

の
ひ
と
り
で
す
。
吉
川
さ
ん
は
退
職
後
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
、
お

も
に
粗
大
ご
み
の
収
集
運
搬
や
除
草
作
業

の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
„
仕
事
を
始
め

た
き
っ
か
け
は
、
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
が

続
け
ら
れ
る
と
知
人
か
ら
聞
い
た
こ
と
で

す
“
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。
会
員
の
声

と
発
注
者
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
に
入
っ
て
８

年
目
に
な
り
ま
す
。
主
に
粗
大
ゴ
ミ
の
収

集
運
搬
と
草
刈
等
を
お
こ
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、毎
日
が
大
変
充
実
し
て
お
り
ま
す
。

仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
が
体
を
健
康
に
し

て
く
れ
て
い
る
よ
う
で
す
し
、
仕
事
先
で

の„
ご
苦
労
さ
ま
“
の
声
が
な
に
よ
り
も

元
気
づ
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
懇
親
会
や
親
睦
旅
行
も
楽
し

み
の
ひ
と
つ
で
、
ほ
と
ん
ど
参
加
し
て
い

ま
す
が
、
会
員
同
士
、
日
頃
の
疲
れ
も
忘

れ
て
話
が
弾
む
と
き
、
つ
く
づ
く
シ
ル
バ

ー
に
入
っ
て
い
る
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
ま

す
。
シ
ル
バ
ー
は
、
私
に
と
っ
て
今
や
生

き
が
い
で
す
。

　
各
地
か
ら
、
花
の
便
り
が
聞
こ
え
る
季

節
、
人
工
授
粉
・
摘て
き
蕾ら
い
・
摘
果
と
、
梨
農

家
の
い
ち
ば
ん
大
切
な
時
季
、
体
調
を
崩

し
た
私
は
、
人
前
で
は
冷
静
さ
を
装
っ
て

い
て
も
、
焦
り
と
戸
惑
い
で
い
っ
ぱ
い
で

し
た
。

　
そ
ん
な
時
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
相
談
し
、
梨
の
手
入
れ
作
業
を
お
願
い

し
ま
し
た
ら
、
快
く
引
き
受
け
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
過
去
の
不
安
を
よ
そ
に
、
仕

事
も
順
調
に
進
み
、
深
く
感
謝
の
思
い
で

す
。
い
ざ
と
言
う
と
き
の
頼
れ
る
力
強
さ

と
、
安
心
感
を
改
め
て
感
謝
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
お
か

げ
で
す
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

定
年
後
も
企
業
の
一
員
と
し
て
活
躍
す

る
高
齢
者
も
い
ま
す
が
、
最
近
で
は
健
康

の
た
め
に
楽
し
み
な
が
ら
仕
事
を
し
た
い

Shilver Humman Resourse Center
シルバー人材センター

生涯現役でいきいきと
豊かな高齢社会

Shilver Humman Resourse Center

幅広く仕事を請け負っています

●● 広報しもつま 2006.7 89 広報しもつま 2006.7 広報しもつま 2006.7

急
速
な
高
齢
化
に
よ
っ
て

つ
く
ら
れ
た
就
業
の
シ
ス
テ
ム

楽
し
み
な
が
ら
地
域
に
貢
献

シ
ル
バ
ー
人
材
の
仕
事

お
引
き
受
け
す
る
仕
事

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

第
二
の
人
生

会 員 の 声

吉川正巳さん
（長塚）

発注者の声

石﨑とみ子さん
（若柳）



練習の成果が発揮できましたか

色
と
り
ど
り
の

あ
じ
さ
い
に
囲
ま
れ
て

大
宝
あ
じ
さ
い
ま
つ
り 市内でおこなわれた各種行事や地域の話題など…

みなさんからの情報をお待ちしています。
（秘書課 広報広聴係  内線 1212）
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まま わわののちち だだ いい

　

６
月
８
日
、
下
妻
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
千
代
川
支
部
主
催
に
よ
る
輪
投
げ
大
会

が
千
代
川
体
育
館
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
と
同
じ
よ
う
に
約
２
０
０
名
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
参
加
し

„
ソ
レ
ー
！
“
と
い
う
掛
け
声
が
、
館

内
い
っ
ぱ
い
に
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

　

„
こ
の
日
の
た
め
に
一
生
懸
命
練
習
し

て
き
ま
し
た
が
、
市
内
の
友
だ
ち
と
久
し

ぶ
り
に
会
っ
て
近
況
報
告
な
ど
を
し
た
り
、

手
づ
く
り
の
お
弁
当
を
食
べ
て
身
も
心
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
ま
し
た
“
と
い
き
い

き
と
話
を
し
て
く
れ
た
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
。
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

　

７
月
２
日
、
台
風
の
影
響
に
よ
る
集
中

豪
雨
に
見
舞
わ
れ
、
鬼
怒
川
の
警
戒
水
位

を
超
え
た
と
い
う
想
定
の
も
と
、
鬼
怒
・

小
貝
水
防
連
合
体
主
催
に
よ
る
水
防
訓
練

が
、
八
千
代
町
仁
江
戸
地
先
の
鬼
怒
川
河

川
敷
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
訓
練
は
、
同
連
合
体
を
構
成
す
る

鬼
怒
・
小
貝
川
流
域
の
市
町
を
会
場
に
出

水
期
で
あ
る
こ
の
時
期
に
毎
年
開
か
れ
て

い
る
も
の
で
、
下
妻
市
消
防
団
で
は
、
第

２
分
団
・
第
３
分
団
が
代
表
で
出
動
し
ま

し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
消
防
関
係
者
や
来
賓
の
方

が
見
守
る
な
か
、
午
前
８
時
に
開
始
さ

　

こ
の
ほ
か
に
も
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

で
は
、
高
齢
者
が
い
き
い
き
と
豊
か
に
暮

ら
す
た
め
に
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
な
ど
年
間
を
と
お

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
お
こ
な
う
予
定

で
す
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略　

３
位
ま
で
）

大
会
成
績

団
体
の
部

　

優　

勝　
　

宗
道
東
Ａ
チ
ー
ム

　

準
優
勝　
　

皆　

葉
Ａ
チ
ー
ム

　

第
３
位　
　

村　

岡
Ａ
チ
ー
ム

個
人
の
部
（
男
子
の
部
）

　

優　

勝　
　

稲
子
谷　

栄
（
下
栗
）

　

準
優
勝　
　

高
橋　

政
治
（
下
栗
）

　

第
３
位　
　

人
見　
　

茂
（
鎌
庭
）

個
人
の
部
（
女
子
の
部
）

　

優　

勝　
　

高
野　

セ
ツ
（
下
栗
）

　

準
優
勝　
　

高
橋　

フ
ミ
（
鯨
）

　

第
３
位　
　

青
木
美
知
子
（
鯨
）

　

梅
雨
の
中
休
み
と
な
っ
た
6
月
25
日
、

大
宝
八
幡
宮
境
内
で
„
あ
じ
さ
い
ま
つ

り
“
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、
大
宝
花
の
会
と
市
観
光

協
会
の
共
催
の
も
と
„
関
東
の
駅
百
選
“

に
選
ば
れ
て
い
る
„
騰
波
ノ
江
駅
“
か
ら

„
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
“
ま
で
の
コ

ー
ス
で
„
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
“
に
合
わ

せ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

境
内
の
あ
じ
さ
い
の
花
が
色
と
り
ど
り

に
咲
き
、
県
内
外
か
ら
訪
れ
た
６
０
０
名

を
超
え
る
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
の
心
を

癒
し
、
関
東
最
古
の
八
幡
宮
や
流や
ぶ
さ
め

鏑
馬
な

ど
歴
史
と
自
然
に
触
れ
、
家
族
連
れ
で
堪

能
さ
れ
た
１
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。
„
私

は
、
都
会
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
田
園
風

れ
ま
し
た
。
河
川
管

理
を
担
当
す
る
県
土

浦
・
常
総
土
木
事
務

所
職
員
の
指
導
の
も

と
„
竹
と
げ
“„
杭

ご
し
ら
え
“„ 

土
の

う
作
り
“
の
基
本
作

業
に
始
ま
り
、
堤
防

に
で
き
た
亀
裂
の
拡

大
を
防
ぐ
効
果
の
あ

る
„
五
徳
縫
い
“
や

„
折
り
返
し
“
、川

表
が
崩
れ
る
の
を
防

ぐ„
木
流
し
“や„
む

で
す
。
私
た
ち
の
家
庭
も
、
日
頃
か
ら
災

害
に
対
す
る
備
え
は
万
全
に
し
て
お
き
た

い
も
の
で
す
。

景
が
す
ば
ら
し
く
、
人
情
味
溢
れ
る
下
妻

市
に
来
て
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。
空
気

も
お
い
し
い
し
、
こ
の
土
の
匂
い
が
な
ん

と
も
言
え
な
い
で
す
ね
。
今
日
は
、
朝
早

起
き
し
た
甲
斐
が
あ
り
ま
し
た
。
私
た
ち

を
、
快
く
出
迎
え
て
く
れ
た
ス
タ
ッ
フ
の

み
な
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
“と
ニ
ッ
コ
リ
。

ま
た
、
下
妻
市
を
訪
れ
た
み
な
さ
ん
に
き

れ
い
な
花
を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
大

宝
花
の
会
に
よ
る
草
花
の
無
料
配
布
な
ど

が
お
こ
な
わ
れ
、
ま
た
、
色
と
り
ど
り
に

咲
く
あ
じ
さ
い
の
花
を
見
な
が
ら
の
、
野の

点だ
て

に
よ
る
抹
茶
の
お
も
て
な
し
な
ど
も
あ

り
ま
し
た
。

　

下
妻
市
ネ
ッ
ト
ワ
ー
カ
ー
等
連
絡
協
議

会
で
も
、
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
に
訪
れ
た
み

な
さ
ん
に
冷
た
い
麦
茶
を
サ
ー
ビ
ス
し
、

小
休
止
し
た
後
、
足
取
り
も
軽
や
か
に
最

終
地
点
の
„
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
“

あじさいの花を見ながら抹茶のおもてなし

土のう袋を運び出し堤防を守る水防団員（積土のう）

枝葉の繁った樹木を留め杭に結束（木流し） 本部長指令により出動する水防団員

今年もきれいに咲きました。あじさいの花

猛
暑
の
な
か 

本
番
さ
な
が
ら
の
水
防
訓
練

下
妻
市
消
防
団
第
２
分
団
・
第
３
分
団
が
出
動

し
ろ
張
り
“
越
水
す
る
危
険
の
あ
る
箇
所

に
施
す
„
積
土
の
う
“
漏
水
箇
所
の
浸
透

水
の
圧
力
を
弱
め
る
„
月
の
輪
“
な
ど
、

水
防
な
ら
で
は
の
技
術
を
修
得
。

　

朝
か
ら
真
夏
の
日
差
し
が
照
り
つ
け
る

な
か
30
度
を
超
え
る
暑
さ
と
な
り
、
汗
だ

く
に
な
っ
て
の
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
台
風
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
き

ま
す
。
下
妻
市
で
も
鬼
怒
川
・
小
貝
川
を

抱
え
、
水
位
の
確
認
を
含
め
堤
防
の
巡
視

警
戒
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

つ
ね
に
私
た
ち
の
生
命
や
財
産
を
守
る

た
め
一
生
懸
命
に
訓
練
に
取
り
組
ん
で
い

る
消
防
団
員
の
み
な
さ
ん
、
ご
苦
労
さ
ま

“ソレー！” とかけ声をかけながら

に
向
け
て
再
出
発
。
近
隣
市
町
村
や
県
内

外
か
ら
の
み
な
さ
ん
も
多
く
、
下
妻
市
の

良
さ
を
お
お
い
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
輪
投
げ
大
会

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
千
代
川
支
部
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犯罪を防ぐため下妻市千代川建設業協会より寄贈

や
さ
し
く
、
す
く
す
く
育
っ
て
ね

さ
つ
ま
い
も
定
植
大
会

の
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
は
植
え

方
の
手
法
も
違
う
の
で
、
粒
の
そ
ろ
っ
た

さ
つ
ま
い
も
が
た
く
さ
ん
収
穫
で
き
ま
す

よ
“
と
額
に
落
ち
た
雨
の
雫
を
払
い
な
が

ら
話
を
し
て
く
れ
た
参
加
者
の
み
な
さ

ん
。
本
当
に
雨
の
な
か
の
作
業
ご
苦
労
さ

ま
で
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
下
妻
市
文
化
団

体
連
絡
協
議
会
と
共
催
で
、
本
年
日
本
芸

術
院
賞
を
受
賞
さ
れ
た
市
内
平
川
戸
出
身

の
彫
刻
家
市
村
緑
郎
氏
を
紹
介
す
る
展
覧

会
〈
砂
沼
大
橋
「
飛
翔
」
の
作
者
彫
刻
家

市
村
緑
郎
展
〉
を
ふ
る
さ
と
博
物
館
に
お

い
て
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
展
で
は
、
第

35
回
日
展
で
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し

た
「
空
遠
く
」
な
ど
彫
刻
作
品
や
直
筆
原

稿
な
ど
関
連
資
料
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
８
月
６
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
市
村
緑
郎
氏
の
講
演
会
を
開
催
し

　

下
妻
市
千
代
川
建
設
業
協
会
よ
り
千
代

川
中
学
校
に
対
し
、
ま
た
常
陽
銀
行
よ
り

市
内
の
小
学
校
に
防
犯
ブ
ザ
ー
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
ブ
ザ
ー
の
大
音
量
は
、
も
し

も
の
と
き
に
周
囲
の
大
人
に
危
険
を
知
ら

せ
、
相
手
を
威い

嚇か
く

す
る
こ
と
に
よ
り
、
不

審
者
に
よ
る
声
か
け
、
連
れ
去
り
な
ど
の

犯
罪
を
防
ぐ
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

通
学
途
中
の
児
童
生
徒
の
安
全
を
守

り
、
ひ
と
り
で
出
か
け
る
と
き
な
ど
に
も

必
ず
携
帯
し
、
活
用
し
て
欲
し
い
と
の
願

い
が
込
め
ら
れ
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

６
月
13
日
か
ら
15
日
に
か
け
て
、
毎
年
恒
例
の
大
相
撲

高
砂
部
屋
の
夏
合
宿
が
大
宝
八
幡
宮
（
山
内
光
洋
宮
司
）

で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
で
５
回
目
を
迎
え
る
合
宿
稽
古
は
、
同
八
幡
宮
の

節
分
祭
に
15
年
前
か
ら
元
大
関
朝
潮
の
高
砂
親
方
が
参
加

し
て
い
る
縁
で
毎
年
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
合
宿
稽
古
に
は
、
若
松
親
方
（
元
朝
乃
若
）
や

佐
ノ
山
親
方
（
元
朝
乃
翔
）、
幕
内
の
朝
赤
龍
、
県
内
出

身
の
男
女
ノ
里
（
つ
く
ば
市
出
身
）、
大
子
錦
（
大
子
町

出
身
）、
朝
野
澤
（
常
総
市
石
下
出
身
）
ら
23
人
が
参
加
。

　

力
士
の
み
な
さ
ん
は
、
八
幡
宮
を
参
拝
し
た
後
、
若
松

親
方
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
土
俵
で
先
輩
力
士
と
後
輩
力

士
が
思
い
っ
き
り
ぶ
つ
か
り
合
っ
た
り
、四し

こ股
や
摺す

り
足
、

股ま
た

割わ

り
な
ど
の
稽
古
に
励
み
、
た
っ
ぷ
り
と
汗
を
流
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
市
内
の
園
児
た
ち
や
愛
宕
園
・
ラ
ポ
ー
ル
下
妻

か
ら
の
招
待
者
な
ど
多
く
の
み
な
さ
ん
が
見
学
に
訪
れ
、

力
強
く
ぶ
つ
か
り
合
い
な
が
ら
稽
古
を
す
る
お
相
撲
さ
ん

　

６
月
21
日
、
千
代
川
地
区
の
小
・
中
学

校
の
学
校
給
食
に
、
地
元
で
と
れ
た
ス
イ

カ
が
登
場
し
ま
し
た
。
地
元
で
と
れ
た
農

産
物
を
地
元
で
消
費
す
る
地
産
地
消
の
運

動
に
よ
る
も
の
で
、
生
産
農
家
の
協
力
の

も
と
、
常
総
・
下
妻
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

管
内
の
小
中
学
校
に
あ
わ
せ
て
１
４
０
個

の
ス
イ
カ
が
配
ら
れ
ま
し
た
。

　

宗
道
小
学
校
で
も
13
個
の
ス
イ
カ
が
各

教
室
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
大
き
な
ス
イ
カ

が
児
童
の
手
に
よ
っ
て
切
ら
れ
る
と
、
大

き
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
„
す
ご
く

シ
ャ
リ
シ
ャ
リ
し
て
い
て
、
甘
く
て
お
い

し
い
！
“
と
給
食
の
カ
レ
ー
な
ど
を
食
べ

た
後
に
お
い
し
そ
う
に
頬
張
っ
て
い
ま
し

た
。

　

梅
雨
に
入
っ
た
最
初
の
日
曜
日
の
6
月

11
日
、
さ
つ
ま
い
も
定
植
大
会
が
、
花
と

１
万
人
の
会
主
催
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　

花
と
１
万
人
の
会
を
は
じ
め
、
鎌
庭
地

区
の
み
な
さ
ん
や
花
万
ジ
ュ
ニ
ア
ス
タ
ッ

フ
の
子
ど
も
た
ち
約
１
０
０
名
が
、
１
，

５
０
０
本
の
さ
つ
ま
い
も
苗
を
植
え
ま
し

た
。

　

ポ
ピ
ー
畑
を
き
れ
い
に
整
地
し
、
平
ら

に
張
っ
た
ビ
ニ
ー
ル
の
上
に
穴
を
あ
け
、

１
本
１
本
や
さ
し
く
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
朝
か
ら
雨
が
降
り
続
き
雨
合

羽
を
着
て
の
作
業
と
な
り
、
„
あ
い
に
く

“すくすく育ってね” と雨の中のいも苗植え

“お相撲さんって強いなぁ” お友だちといっしょにパワー全開 !

高
砂
部
屋
が
夏
合
宿

大
宝
八
幡
宮

　

騰
波
ノ
江
地
区
の
高
齢
者
交
通
安
全
教
室
が
、
６
月
25

日
、
騰
波
ノ
江
小
学
校
体
育
館
を
会
場
に
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。

　

交
通
安
全
協
会
騰
波
ノ
江
分
会
の
役
員
さ
ん
た
ち
の
呼

び
か
け
で
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
年
も
地
域
の
み
な
さ
ん
約

２
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
し
た
お
年
寄
り
た
ち

は
、
下
妻
警
察
署
交
通
課
長
に
よ
る
交
通
講
話
や
茨
城
県

警
本
部
の
交
通
巡
視
員
の
腹
話
術
な
ど
、
和
や
か
の
中
に

も
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
交
通
教
室
終
了
後
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
歌
謡
シ
ョ
ー
や
マ
ン
ド
リ
ン
の

演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。„
毎
年
大
変
で
す
が
、

こ
の
地
区
か
ら
絶
対
事
故
を
出
さ
な
い
た
め
に
も
が
ん
ば

り
ま
す
“
と
、
主
催
し
た
赤
荻
騰
波
ノ
江
分
会
長
。
参
加

さ
れ
た
方
も
„
毎
年
こ
の
行
事
が
た
の
し
み
で
す
“
と
参

加
記
念
品
の
反
射
タ
ス
キ
を
身
に
付
け
て
家
路
に
つ
き
ま

し
た
。

先輩力士の胸をかりて猛練習

おいしい “ちゃんこ鍋” に舌つづみを打ちました

の
迫
力
に
驚
い
て
い
ま
し
た
。
稽
古
の

終
わ
り
に
は
弓
取
式
を
披
露
。
ま
た
、

裸
に
な
っ
た
園
児
た
ち
が
土
俵
に
あ
が

っ
て
、
友
だ
ち
と
い
っ
し
ょ
に
力
を
合

わ
せ
て
挑
む
体
験
も
あ
り
ま
し
た
。
園

児
た
ち
は
、
な
か
な
か
で
き
な
い
体
験

に
と
て
も
満
足
し
て
い
ま
し
た
。

　

稽
古
の
後
は
力
士
特
製
の
„
ち
ゃ
ん

こ
鍋
“
が
ふ
る
ま
わ
れ
、
訪
れ
た
人
た

ち
は
そ
ろ
っ
て
„
お
い
し
い
“
と
本
場

の
ち
ゃ
ん
こ
を
堪
能
し
て
い
ま
し
た
。

自
ら
の
交
通
安
全
を
地
域
の
力
で

騰
波
ノ
江
地
区
高
齢
者
交
通
教
室

交通講話を真剣に聞くおじいちゃん・おばあちゃん

防
犯
ブ
ザ
ー
を
寄
贈

出
番
が
な
い
こ
と
を
祈
っ
て

甘くておいしいスイカをシャリ・・・

地
元
の
ス
イ
カ
を
給
食
に

宗
道
小
学
校

„
日
本
芸
術
院
賞
“
受
賞
記
念
展
覧
会

砂
沼
大
橋
「
飛
翔
」
の
作
者
彫
刻
家
市
村
緑
郎
展
開
催
中

ま
す
。
本
展
の
会
期
は
８
月
27
日
（
日
）

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご

来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

休
館
日
な
ど
問
い
合
わ
せ
先
は
、
市
ふ

る
さ
と
博
物
館
☎
44
・
７
１
１
１
ま
で
。

展示中の作品「空遠く」

●●13 12



雨
に
ぬ
れ
て
横
断
ラ
イ
ン
の
白
き
上へ

に
傘
ゆ
れ
動
く
朝
の
通
学
路

中
久
喜　

和
（
下
妻
乙
）

白
樺
の
林
の
夜
明
け
ほ
と
と
ぎ
す

葉
桜
や
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
の
十
五
分

梅
雨
寒
や
せ
め
て
明
る
き
傘
の
色

染
野　

清
平
（
皆　

葉
）

神
郡　
　

貢
（
高
道
祖
）

塚
田
三
樹
子
（
下
妻
丁
）

足
も
と
も
水み
ず

田た

も
温
め
太
陽
の
ゆ
ら
ゆ
ら
か
げ
を
う
つ
す
早
苗
田

貰
い
乳
し
て
育
て
た
と
よ
く
口
癖
に
言
い
し
母
逝ゆ

き
十
年
を
経へ

つ

友
の
歌
集
の
﹁
白
百
合
の
花
﹂
賜
り
て
胸
と
き
め
か
し
ペ
ー
ジ
繰く

り
ゆ
く

桃
の
節
句
に
産う

ま
れ
し
曽ひ

孫ま
ご

笑
顔
よ
く
常
に
我
家
の
人
気
者
な
り

雨
あ
が
り
に
通
る
里
山
の
小
暗
き
に
石
の
佛
が
ほ
ほ
ゑ
み
坐い
ま

す

病
み
て
な
ほ
種
蒔
く
準
備
指
図
す
る
老
い
た
る
農
夫
言
葉
や
さ
し

き

斉
藤　

七
郎
（
小　

島
）

谷
田
部
く
ら
（
赤　

須
）

花
ち
ら
し
の
雨
は
無
情
に
冷
た
く
て
乃
木
将
軍
ま
つ
る
み
社
や
し
ろ

け
む

る

鈴
木　

澄
江
（
宗　

道
）

諏
訪　

文
子
（
下
妻
丁
）

桜
井　

英
子
（
谷
田
部
）

稲
葉　

節
子
（
加　

養
）

伊
東　

豊
乃
（
加　

養
）

園
児
服
小
さ
く
な
り
て
孫
の
背
に
年
長
組
と
な
り
し
落
ち
着
き

坂
井　

勝
美
（
五　

箇
）

　

か
つ
て
「
毛け

野ぬ

川が
わ

（
河
）」
と

呼
ば
れ
た
鬼
怒
川
は
、
今
か
ら
千

二
百
年
以
上
も
前
の
奈
良
時
代
に

大
規
模
な
改
修
工
事
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。『
続
し
ょ
く

日に

本ほ
ん

紀ぎ

』
と
い
う

奈
良
時
代
の
歴
史
書
に
、
神じ
ん

護ご

景け
い

雲う
ん

２
年
（
７
６
８
）、
下
総
国
結

城
郡
小こ

塩し
お
の

郷ご
う

小こ

嶋じ
ま

村む
ら

か
ら
常
陸

国
新
治
郡
川か
わ

曲わ

郷ご
う

受う
け

津つ

村む
ら

ま
で
の

一
千
丈
余
り
（
約
３
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
）
に
及
ぶ
毛
野
川
の
改
修
が
行

わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
の

で
す
。
こ
の
小
嶋
村
は
現
在
の
結

城
市
水
海
道
・
八
千
代
町
大
渡
戸

周
辺
に
、
受
津
村
は
下
妻
市
桐
ヶ

瀬
・
赤
須
周
辺
に
推
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
つ
ま
り
こ
れ
ら
の
区
間
の

鬼
怒
川
は
人
工
的
に
開
削
さ
れ
た

河
川
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
改
修
工
事
は
下
総
国
側
か

ら
の
嘆
願
に
よ
っ
て
実
現
し
た
も

の
で
し
た
が
、
自
国
内
を
新
川
が

通
過
し
、
開
削
地
内
に
は
神
社
や

民
家
、
そ
し
て
広
大
な
耕
地
が
あ

っ
た
常
陸
国
側
は
当
初
反
対
し
て

い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
河
道
改

修
に
よ
っ
て
常
陸
・
下
総
の
国
境

は
変
更
さ
れ
る
こ
と
な
く
改
修
前

の
旧
河
道
の
ま
ま
と
さ
れ
、
常
陸

国
に
配
慮
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
ち
な
み
に
こ
の
名
残
は
昭

和
期
ま
で
み
ら
れ
、
現
在
の
八
千

代
町
川
西
地
区
（
旧
川
西
村
）
は
、

合
併
し
て
結
城
郡
八
千
代
町
と
な

る
ま
で
は
真
壁
郡
（
旧
常
陸
国
）

で
し
た
。

　

奈
良
時
代
に
は
鬼
怒
川
と
小
貝

川
が
糸
繰
川
を
介
し
て
つ
な
が
っ

て
い
た
こ
と
は
前
号
で
紹
介
し
ま

し
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
河
川
が

「
毛
野
河
」
で
あ
り
、
常
陸
・
下

総
の
国
境
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

つ
ま
り
、「
小
貝
川
」
と
い
う
名

称
の
河
川
は
奈
良
時
代
に
は
ま
だ

存
在
し
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

小
貝
川
に
関
す
る
記
録
の
初
見

は
平
安
時
代
に
起
っ
た
平
た
い
ら
の

将ま
さ

門か
ど

の
乱
を
記
し
た
『
将
し
ょ
う

門も
ん

記き

』
で
、

「
子こ

飼か
い

之の

渡わ
た
し」

が
登
場
し
ま
す
。

子
飼
の
渡
し
は
、
市
内
大
園
木
と

つ
く
ば
市
吉
沼
間
に
架
か
る
愛
国

橋
周
辺
に
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
『
将
門
記
』
の
記
事
か
ら
、

少
な
く
と
も
乱
の
起
っ
た
10
世

紀
前
半
代
に
は
現
在
の
小
貝
川
が

「
子こ

飼か
い

川が
わ

」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

裏
を
返
せ
ば
、
こ
の
頃
ま
で
に
現

在
の
鬼
怒
川
流
路
の
原
形
が
で
き

あ
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で

す
。
こ
の「
毛
野
川
流
路
の
西
遷
」

と
「
子
飼
川
の
成
立
」
は
当
地
域

の
古
代
の
環
境
を
考
え
る
上
で
き

わ
め
て
重
要
と
い
え
ま
す
。
こ
れ

ら
の
河
川
の
変
遷
に
は
先
述
の
毛

野
川
改
修
工
事
（
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ

ト
）
に
よ
る
急
流
化
の
影
響
が
想

定
で
き
、
ま
た
古
代
の
湖
沼
「
騰と

波ば

ノの

江え

（
鳥と

羽ば
の

淡お

海う
み

）」
の
枯
渇

な
ど
も
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　

先
ご
ろ
発
掘
調
査
さ
れ
た
小
貝

川
沿
い
の
微
高
地
に
立
地
す
る
大お
お

堀ぼ
り

東ひ
が
し遺
跡
（
樋
橋
）
の
よ
う
な
低

地
遺
跡
の
存
在
は
河
川
変
遷
を
探

る
上
で
有
益
な
情
報
を
提
供
し
て

く
れ
る
で
し
ょ
う
。

（
生
涯
学
習
課
文
化
係
）

Series

Vol.
7奈良時代の鬼怒川改修箇所

（『村史　千代川村生活史』第５巻より）

子飼の渡し推定地（小貝川愛国橋周辺）

お
詫
び
と
訂
正

　

前
回
、「
長
塚
橋
」
と
し
た
鬼
怒

川
に
架
か
る
橋
の
名
称
は
通
称
で
あ

り
、
正
式
に
は
「
鬼
怒
川
橋
」（
旧

＝
鬼
怒
川
橋
、
新
＝
新
鬼
怒
川
橋
）

で
す
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た

し
ま
す
。

　

千
代
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
会
長　
澤
谷　

稿
さ
ん
）
か
ら
、
市
の
福
祉
事
業
に
役
立
て
て

ほ
し
い
と
、
３
１
，
０
５
４
円
の
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

温
か
い
善
意

温
か
い
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

こ
の
寄
付
金
は
、

６
月
11
日
、
千
代
川

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

主
催
に
よ
る
第
６
回

民
謡
の
集
い
が
お
こ

な
わ
れ
、
そ
の
会
場

で
の
チ
ャ
リ
テ
イ
ー

募
金
が
寄
付
さ
れ
た

も
の
で
す
。

詩頭口 詩頭口
ザ
リ
ガ
ニ
と

あ
い
こ
で
し
ょ
し
た
ん
だ

ぼ
く

ぐ
ぅ 

だ
し
て
か
っ
た
よ

【
解
説
】　
帰
り
の
バ
ス
で

言
っ
た
言
葉
で
す
。
ザ
リ

ガ
ニ
と
じ
ゃ
ん
け
ん
し
た

こ
と
を
言
い
た
か
っ
た
様

で
す
が「
あ
い
こ
で
し
ょ
」

と
言
い
な
が
ら
ザ
リ
ガ
ニ

と
じ
ゃ
ん
け
ん
し
て
い
る

姿
を
想
像
す
る
と
、
と
て

も
可
愛
い
な
と
思
い
ま
し

た
。
採
集　
寺
田
久
美
子

わ
ら
べ
う
た
・

あ
そ
び
ラ
ン
ド

く
さ
ぶ
え
28
集
よ
り

子どもの純粋な心のつぶやき 

た
か
は
し 

し
ゅ
ん
や

 
 
 

４
歳
︵
弘
徳
保
育
園
︶

じ
ゃ
ん
け
ん

　

本
資
料
は
、
下
妻
市
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
（
小

島　
亮
会
長
）
が
、
年
に
一
度
発
刊
し
て
い
る
『
下

妻
の
文
化
』
の
創
刊
号
で
す
。

　

同
協
議
会
は
、
今
年
で
創
立
32
年
目
を
迎
え
、
加

盟
団
体
数
68
団
体
、会
員
数
は
延
べ
２
３
０
０
人（
平

成
17
年
度
）
を
誇
る
県
内
有
数
の
文
化
団
体
で
す
。

『
下
妻
の
文
化
』
も
今
年
で
実
に
31
号
を
数
え
ま
す
。

随
筆
や
短
歌
な
ど
、
文
化
に
関
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ

に
毎
号
多
く
の
方
が
寄
稿
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

名
誉
会
員
の
作
品
写
真
や
、
そ
の
年
に
行
わ
れ
た
加

盟
団
体
の
文
化
活
動
の
記
録
な
ど
が
掲
載
さ
れ
、『
下

妻
の
文
化
』
は
そ
の
名
の
通
り
下
妻
の
文
化
が
凝
縮

さ
れ
た
総
合
文
芸
誌
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
特
筆
す
べ
き
点
は
、
本
資
料
が
発
刊
さ

れ
た
昭
和
51
年
か
ら
本
年
ま
で
一
度
も
途
切
れ
る
こ

と
な
く
発
刊
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
30
年

も
継
続
さ
れ
出
版
さ
れ
て
い
る
総
合
文
芸
誌
の
存
在

は
県
内
で
も
非
常
に
稀
で
、
編
集
さ
れ
て
い
る
方
々

の
熱
心
さ
や
ご
苦
労
が
伺
え
ま
す
。

　

長
引
く
景
気
の
低
迷
か
ら
、
文
化
よ
り
も
経
済

が
優
先
さ
れ
る
時
代
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
中
で
文
化
都
市
下
妻
の
足
跡
を
次
の
世
代
へ
伝

え
て
い
く
う
え
で

『
下
妻
の
文
化
』

の
果
た
す
役
割
は

大
変
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

●●

芸

民

市

文

俳 

句

短 

歌

15 14広報しもつま 2006.7 広報しもつま 2006.7

新
下
妻
市
の
歴
史
再
発
見

新
下
妻
市
の
歴
史
再
発
見

古
代
の
河
川
改
修

小
貝
川
に
つ
い
て

﹃
下
妻
市
の
文
化
﹄
創
刊
号

ふ
る
さ
と
博
物
館
収
蔵
資
料
紹
介
38



くらしの広場

相談室の窓から相談室の窓から相談室の窓から

　一人暮らしの姉が、１年前に床下調湿剤を訪問販売で契
約した。最近アフターサービスと称し、再び訪問し床下補
強工事を２度契約した。終了後、屋根裏の補強工事も勧め
られ契約し工事も済んでいる。さらに、屋根補修工事も勧
められ契約したようで工事が始まっている。これは、今問
題になっている高齢者を狙ったリフォーム工事と同じやり
方である。契約金も２５０万円と高額のためにどうにか対
処をしていただきたい。

相談事例

　高齢者や判断不十分者をターゲットとし、無料点検から
危険と不安を装い高額な契約をさせるケースが増えていま
す。高齢者等の場合、その後の生活ができなくなるほどの
被害にあうこともあります。そのほとんどが訪問販売によ
るものです。被害を防ぐには日頃からご近所の見守りが大
切です。必要ない契約をさせられたら１人で悩まずに早く
誰かに相談することです。今回はその事例を紹介します。

気をつけたい夏の病気

　７月です。梅雨が終われば夏本番です。昨年は猛暑でした
ね。あの暑さに苦しめられた方もたくさんいらっしゃると思
います。ちなみに去年の下妻市の最高気温は７月は３３. ６
度、８月は３４.６度でした。真夏日でみると７月は１２日間、
８月は２３日間ありました。今年はどんな夏になるのでしょ
う。今年の気象庁による７、８月は気温・降水量ともに平年
並みとの予想ですが・・・。

　特に気をつけたい夏の病気の予防法をご紹介します。

す。主な症状は腹痛･下痢・嘔吐などで、中には発熱や血便
を伴うこともあります。このような症状があればできるだけ
早く近くの医療機関を受診しましょう。

❶つけない
　手はしっかり洗う。生野菜もよく洗う
❷ふやさない
　魚肉などの生ものはできるだけ新鮮なうちに食べる。作っ
　た料理は早めに食べきる。（残ったら冷蔵庫に保存しまし
　ょう。でもあまり過信しないように！）
❸消滅させる
　加熱調理をする。台所用品もよく洗い、清潔に。

食　中　毒

予　防　法 実践しよう！３原則

暮らしに涼をとり入れてみましょう
　たとえば、カーテンの色を変える、日よけにすだれをして
みる、食器を透明感のある物にしてみる、冷たいおしぼりを
冷蔵庫に常備しておく・・・など工夫してみましょう。

　食中毒は各種細菌およびそれから放出
される毒素によって引き起こされます。
気温が高くなり食材の中で菌が繁殖し
やすい５～１０月の半年に発生が増えま

いと言われています。
　主な症状は、足のけいれん、失神（数秒間程度）、めまい、
顔色が悪い、呼吸数が増えるなどです。このときは涼しい場
所に移動し、水分を補給し、冷たい水でぬぐい横になりまし
ょう。また、しばらく横になっても回復しない、頭痛、吐き気、
嘔吐、皮膚が異常に熱い、意識がもうろうとしている、呼吸
が速い状態が続くときはすぐに医療機関を受診しましょう。

熱　中　症
　高温多湿の環境で起こる病態の総称
で、軽いものから命に関わるものまでさ
まざまです。一般に高温多湿下で過激な
運動時や、子ども、高齢者に起こりやす

•暑い日中の外出は避ける　•水分をまめにとる　
•いつも行っている運動でも体調も悪いときは無理しない

予　防　法

消費生活に関するお問い合わせは
茨城県消費生活センター筑西分室　☎24-2211 内線218
商工観光課商工係（千代川庁舎）☎43-2111㈹ 
茨城県瓦屋根診断技士会　☎0296-72-0843

ミニ消 生 情費 活 報 “無料”という甘い言葉に注意しましょう

　契約書を確認すると、屋根裏工事と屋根補修工事は契約
から８日以内だったのでクーリング・オフの書面を提出し、
無条件解約となりました。
　※住宅の補修工事は十分な調査をしないと効果のある補
修にはなりません。訪問販売で契約するような工事ではあ
りません。不審に思ったらはっきり断ることが大切です。

相談結果

　クーリング・オフについては、電話のみならず、書面、
口頭でも有効です。書面などで証拠を残すなどの対策をす
ることをお勧めいたします。但し、取引内容等によって、
クーリング・オフの期間が違います。（下記参照）

ポイント

訪問販売（キャッチセールス・アポイントメ
ントセールス等） ８日間

電話勧誘販売 ８日間

マルチ商法 ２０日間

特定継続的役務（エステティックサロン、語
学教室、家庭教師、学習塾、パソコン教室等） ８日間

業務提供誘引販売（内職商法、モニター商法） ２０日間

※瓦屋根診断については・・・
茨城県瓦屋根診断技士会において偶数月の毎月８日におい
て、屋根診断を無料で行なっています。それ以外の日は有
料になります。（要予約）

　
株
式
会
社
ふ
れ
あ
い
下
妻
の
平
成
17
年

４
月
１
日
か
ら
18
年
３
月
31
日
ま
で
の
経

営
状
況
（
第
８
期
）
が
公
表
さ
れ
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

原
油
高
に
と
も
な
う
灯
油
の
値
上
が

り
、
温
泉
ポ
ン
プ
を
は
じ
め
、
経
年
に
よ

る
設
備
の
修
理
、
修
繕
費
が
か
さ
み
、
前

年
並
の
一
般
管
理
費
と
な
り
、
経
常
利
益

は
、
前
年
比
１
千
百
万
円
増
加
の
３
千
２

百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

道
の
駅
し
も
つ
ま

　

利
用
者
数
は
、
前
年
比
２
万
８
千
人
減

少
の
76
万
４
千
人
、
売
上
高
は
１
千
８
百

万
円
減
少
の
６
億
６
千
百
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　

飲
食
部
門
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
は
、
地
元

の
食
材
、
季
節
の
食
材
を
使
っ
た
手
づ
く

り
料
理
を
提
供
、
そ
ば
う
ち
め
い
じ
ん
亭

で
は
、
要
望
の
多
か
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
の
追

加
や
手
打
ち
そ
ば
の
実
演
販
売
を
行
い
、

前
年
並
み
の
売
上
を
確
保
し
ま
し
た
。
ま

た
、
地
域
の
情
報
発
信
基
地
と
し
て
の
秋

の
収
穫
祭
（
９
月
）
や
新
そ
ば
祭
り
（
11

月
）
を
開
催
し
、
地
場
産
物
の
Ｐ
Ｒ
を
行

い
ま
し
た
。

　

物
販
部
門
の
農
産
物
直
売
所
で
は
、
出

荷
組
合
員
の
売
上
が
増
加
す
る
な
ど
、
地

場
野
菜
が
充
実
、
利
用
者
が
増
加
し
ま
し

た
が
、
観
光
物
産
館
で
は
、
団
体
客
の
減

少
な
ど
に
よ
り
売
上
が
減
少
し
ま
し
た
。

ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま

　

情
報
誌
等
に
広
告
を
掲
載
し
、
積
極
的

に
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
が
、
売
上
高
は
前

年
比
２
百
万
円
減
少
の
４
億
３
千
８
百
万

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

ホ
テ
ル
は
、
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
合

宿
な
ど
の
利
用
に
よ
り
宿
泊
者
が
増
加

し
ま
し
た
が
、
売
上
高
は
や
や
減
少
、
温

泉
館
の
入
場
者
数
は
、
前
年
比
７
百
人
増

の
20
万
７
千
人
と
な
り
、
本
年
の
１
月
に

１
５
０
万
人
を
達
成
し
ま
し
た
。

　

レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
週
替
り
ラ
ン
チ
、
季

節
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
や
ク
リ
ス
マ
ス
バ
イ

キ
ン
グ
に
よ
り
、
売
上
が
増
加
し
ま
し
た

が
、
地
ビ
ー
ル
は
、
第
３
の
ビ
ー
ル
の
台

頭
な
ど
に
よ
り
出
荷
量
が
伸
び
悩
み
ま
し

た
。

　

直
売
所
は
、
新
鮮
野
菜
を
充
実
し
、
前

年
並
み
の
売
上
を
確
保
、
２
年
目
を
迎
え

た
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
施
設
は
、
大
変
好
評
で

し
た
。
ま
た
、
体
験
農
園
で
は
、
い
ち
ご
、

ぶ
ど
う
、
な
し
を
中
心
に
多
く
の
利
用
が

あ
り
ま
し
た
。

売
上
割
り
戻
し
金

１
’９
０
６
万
円

入
湯
税
２
’１
６
２
万
円

を

下
妻
市
に
納
付

　

売
上
割
り
戻
し
金
と
は
、 

㈱
ふ
れ
あ
い

下
妻
の
施
設
利
用
に
よ
る
受
益
の
割
り
戻

し
金
で
、
売
上
高
に
応
じ
、
平
成
17
年
度

分
と
し
て
１
，
９
０
６
万
円
が
下
妻
市
に

納
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
入
湯
税
に

つ
い
て
も
２
，
１
６
２
万
円
が
市
に
納
付

さ
れ
て
い
ま
す
。

ふれあい下妻の経営状況推移
平成15年度 平成16年度 平成17年度 前期比増減 前期比

売上高 11億　787万円 11億1,911万円 10億9,884万円 △2,027万円 98.2％

（道の駅） 6億6,487万円 6億7,933万円 6億6,094万円 △1,839万円 97.3％

（ビアスパーク） 4億4,300万円 4億3,978万円 4億3,791万円 △187万円 99.6％

温泉入場者 22万2,080人 20万6,800人 20万7,470人 670人 100.3％

道の駅利用者 78万9,320人 79万2,420人 76万3,990人 △28,430人 96.4％

税引前当期利益 3,017万円 2,108万円 2,706万円 598万円 128.4％

●●17 16広報しもつま 2006.7 広報しもつま 2006.7

平成１７年度

株式会社 ふれあい下妻の経営状況

暑い夏を乗り切ろう暑い夏を乗り切ろう



健康カレンダー　Health Calendar ８月
日 月 火 水 木 金 土

テレフォンサービス

火災・災害のとき
市役所などの行事・催し物

☎44-3111

☎43-4000

６月の交通事故６月の交通事故

（　）内は前年

発生件数 30（41） 176（205） 

死　　亡

負　　傷 41（48） 251（270） 

0（  0） 0（    2） 

－累計－

　

梅
雨
明
け
が
間
近
で
す
ね
。
平
年
で
す
と
20
日

ご
ろ
で
、
梅
雨
入
り
も
ほ
ぼ
平
年
並
み
で
し
た
か

ら
大
体
そ
の
あ
た
り
で
し
ょ
う
か
…
。
梅
雨
が
明

け
る
と
、
夏
本
番
。
夏
と
い
え
ば
、
海
、
そ
し
て

„
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
“
。
今
月
15
日
（
土
）
に
オ

ー
プ
ン
す
る
同
園
は
、
今
年
28
年
目
を
む
か
え
、

オ
ー
プ
ン
早
々
に
入
場
者
が
５
０
０
万
人
に
達
す

る
予
定
で
、
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
記
念
品
な

ど
も
用
意
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

も
う
ひ
と
つ
、
ホ
ッ
ト
で
ク
ー
ル
な
情
報
が
届

い
て
い
ま
す
。
小
さ
い
子
ど
も
た
ち
で
も
安
心
し

て
水
遊
び
が
で
き
る
„
せ
せ
ら
ぎ
“
が
、
ビ
ア
ス

パ
ー
ク
し
も
つ
ま
と
ふ
る
さ
と
博
物
館
へ
入
っ
て

い
く
道
路
の
右
側
（
水
道
事
業
所
側
）
に
で
き
ま

し
た
。
涼
を
求
め
て
、
ぜ
ひ
出
か
け
て
み
て
く
だ

さ
い
。（
Ｓ
）

　

こ
の
時
期
、
梅
雨
特
有
の
ジ
メ
ジ
メ
と
う
っ
と

う
し
い
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
体
調

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
十
分
な
睡
眠
と
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
い
い
食
事
を
心
が
け
、
体
調
を
整
え
、

こ
の
時
期
を
乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
私
た
ち
の
目
や
耳
に
は

日
を
き
ら
さ
ず
事
件
・
事
故
の
報
道
が
飛
び
込
ん

で
き
ま
す
。
中
で
も
、
子
ど
も
が
被
害
者
と
な
る

凶
悪
犯
罪
や
児
童
虐
待
事
件
、
ま
た
こ
れ
と
は
逆

に
少
年
が
引
き
起
こ
す
悲
惨
な
事
件
が
相
次
い
で

い
ま
す
。
な
ぜ
こ
ん
な
世
の
中
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
か
、
多
く
の
み
な
さ
ん
が
同
じ
思
い
で
い
る

と
思
い
ま
す
。
戦
後
教
育
の
歪
み
が
原
因
で
は
な

い
か
と
い
う
専
門
家
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
他
人

や
社
会
の
せ
い
に
し
て
済
ま
し
て
良
い
と
は
思
え

ま
せ
ん
。
ま
ず
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
家
庭
で
の
親

子
関
係
・
家
族
関
係
か
ら
見
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

ま
も
な
く
夏
休
み
で
す
、
こ
の
機
会
に
お
子
さ
ん

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
、
お
子
さ
ん

の
い
い
と
こ
ろ
を
た
く
さ
ん
見
つ
け
、
叱
る
前
に

た
く
さ
ん
褒
め
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。「
褒
め
ら

れ
て
悪
く
な
る
子
は
い
な
い
」
は
、
私
の
い
つ
も

の
独
り
言
で
す
。

　

夏
は
す
ぐ
そ
こ
、
お
祭
り
や
楽
し
い
行
事
も
ま

っ
て
い
ま
す
よ
。
み
な
さ
ん
、
今
月
も
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
。（
Ｔ
）

７月の納税
納期限：7月31日

固定資産税（第2期） 7月31日
［税目］ ［口座引落日］

下妻市の人口・世帯下妻市の人口・世帯
-７月１日現在-

人　口　46,257 人
　男　　23,066 人
　女　　23,191 人
世帯数　14,854 世帯

（－8） 
（－7） 
（－1） 
（－7） 

介護保険料（第1期） 7月31日

（　）は前月比

国民健康保険税（第1期）7月31日

●●19 18広報しもつま 2006.7 広報しもつま 2006.7

☎44-2556
☎44-3957
☎44-2792
☎43-5100

湖南病院とき田クリニック（長塚48-1）
浅田医院（本宗道10）
古橋医院（別府408-3）
平間病院（江2051）

休日在宅当番医　午前9時30分～午後4時在

保健センター保
千 千代川保健センター 休日・夜間に診てくれる医療機関を探します

www11.ocn.ne.jp/̃syoubou/index.html

www.pref.ibaraki.jp/bukyoku/hoken/kodomobook.pdf

小児救急パンフレット
『子どもの救急ってどんなとき？』

お子さんが急な病気で心配なとき、ご相談ください
局番なしの　＃８０００
プッシュ回線でない固定電話、携帯電話、公衆電話からは ☎029-254-9900

茨城子ども緊急電話相談

相談日時：月～金曜日  午後6時30分～午後10時30分
※土・日・祝日および年末年始はのぞく

小児救急輪番・病院群輪番
茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部

インターネット  ⇨  www.qq.pref.ibaraki.jp
携　帯　　  ⇨  www.qq.pref.ibaraki.jp/kt
電　話　　  ⇨  029-241-4199

茨城県救急医療情報システム

西南医療…茨城西南医療センター病院（境町2190）
　　　　　☎0280-87-8111
友愛記念…友愛記念病院（古河市東牛谷707）
　　　　　☎0280-97-3000

小児救急当番医
　月火木土曜：午後6時～翌朝8時
　日曜・祝祭日：午前8時～午後6時

小

土日・祝祭日（1月1日を除く）午後7時から翌朝7時
夜間応急診療所（保健センター内）☎ 43-1990
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子
の
名　
　
性
別　
保
護
者　

住
所

お
く
や
み
５
月
26
日
か
ら

６
月
25
日
ま
で
（届出順）

　

死
亡
者　
　
年
齢　
世
帯
主　

住
所

胃・大腸がん検診
（騰波ノ江

　市民センター）
6:30 ～ 9:00

ぴよぴよ教室
10:00 ～ 10:30

保

５か月児健診
13:10 ～ 13:30

保

小西南医療

保 ３歳児健診
13:30 ～ 13:50

109 121176 8
小
在 湖南病院
とき田クリニック

西南医療 小友愛記念 小友愛記念

1歳6か月児健診
13:30 ～ 13:50

保

小西南医療

小

ＢＣＧ接種
14:00 ～ 14:30

保

西南医療

1716 19181413 15
小
在 浅田医院
友愛記念 小友愛記念 小西南医療 小西南医療

2120 22

在 古橋医院
小西南医療 小友愛記念 小西南医療

2423 25
小西南医療

32 541

保 すくすく相談
13:30 ～

小西南医療

小西南医療

保 マタニティクラス
13:30 ～ 15:30

小

保 元気アップ教室
9:30 ～ 10:30

西南医療

保 遊びの広場
10:00 ～ 10:30

保 １歳児相談
13:30 ～ 13:50

27
小
在 平間病院
西南医療

26

千キッズクラブ
10:00 ～ 10:30

小西南医療

28
小友愛記念
胃・大腸がん検診
（豊加美

市民センター）
6:30 ～ 9:00

胃・大腸がん検診
（保健センター）
6:30 ～ 9:00

※
広
報
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
お
届
け
の
際
に
市
民
課
窓
口
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

胃・大腸がん検診
（勤労青少年ホーム）
6:30 ～ 9:00

29
小西南医療

3130
小西南医療

胃・大腸がん検診
（働く婦人の家）
6:30 ～ 9:00

胃・大腸がん検診
（保健センター）
6:30 ～ 9:00

胃・大腸がん検診
（保健センター）
6:30 ～ 9:00

胃・大腸がん検診
（保健センター）
6:30 ～ 9:00

パクパク
離乳食教室
9:45 ～ 10:00

保



古紙配合率100%再生紙を使用しています

鳩貝虎
とら

之
の

助
すけ

ちゃん（南原）
～博由・智子さんの長男～

　お外で遊ぶことが大好きな、
とってもおしゃべりで好奇心旺
盛な男の子です。マイペースで
もいい、何事もあきらめずにが
んばれる、そんな子になってね。
虎がいてくれるだけで、家族み
んなが笑顔になれる、鳩貝家の
大切な宝物です。

山﨑琳
り

々
り

香
か

ちゃん（高道祖）
～洋一・裕子さんの長女～

　明るく活発で少しおてんばさ
ん。この頃は、お話も上手にな
り “大きくなったらママに太陽
かってあげるね” なんて頼もし
いことを言ってくれる。みんな
の愛情をいっぱい受けて思いや
りのある子に育ってね。

飯島笙
しょう

太
た

ちゃん（田下）
～修・照子さんの次男～

　とてもきかんぼうな我家の
次男坊はいつもお兄ちゃんにち
ょっかいを出しては、最後は泣
いてママのところにやってきま
す。本当はお兄ちゃんが大好き
なのに…。少しくらいやんちゃ
でもいいからお兄ちゃんのよう
に元気で思いやりのある子に育
ってほしいと思います。

輝 く 未 来

木 村 祐 子 さん（大園木）

　

下
妻
市
に
住
み
、
十
数
年
の
月
日

が
流
れ
た
。
会
社
と
家
と
の
往
復
の

日
々
に
、
待
望
の
わ
が
子
を
授
か
り

ま
し
た
。
子
ど
も
が
幼
稚
園
に
入
っ

て
２
年
目
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
員
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
役
員
と
い
う

と
み
な
さ
ん
敬
遠
し
た
く
な
る
と
思

い
ま
す
が
、
私
も
そ
う
で
し
た
。
で

も
数
ヶ
月
を
過
ぎ
る
頃
に
は
、
慣
れ

て
次
の
役
員
会
が
楽
し
み
に
変
わ
り

ま
し
た
。
特
に
役
員
会
後
の
昼
食
は

必
ず
参
加
し
ま
し
た
。そ
れ
が
一
番
、

み
な
さ
ん
と
親
し
く
な
れ
る
場
所
だ

と
思
い
ま
す
。
み
ん
な
で
盛
り
上
が

り
、
お
迎
え
時
間
が
ギ
リ
ギ
リ
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん

各
行
事
も
キ
チ
ン
と
こ
な
し
、
無
事

役
員
会
を
終
え
ま
し
た
。
役
員
会
で

出
逢
っ
た
友
達
と
今
も
続
い
て
い
ま

す
。
友
達
を
通
し
て
知
り
合
っ
た
友

達
も
み
な
、
楽
し
い
友
達
で
す
。
同

じ
も
の
を
„
お
い
し
い
ね
。
一
緒
に

い
る
時
間
が
楽
し
い
“
と
思
う
仲

間
、
生
涯
の
友
で
あ
る
と
私
は
思
い

ま
す
。
仲
間
と
と
も
に
楽
し
い
未
来

が
待
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
広
げ
よ

う
„
友
達
の
輪
“
そ
う
思
う
毎
日
で

す
。
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